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研究成果の概要（和文）：本研究では能動的音楽療法のうち歌唱プログラムに着目した。まず自立高齢者を対象に、歌
唱プログラムの実施状況と口腔機能との関連性を調べたところ、実施群において頬をふくらます動作のみ有意に高い値
を示した。併せて、オーラルディアドコキネシスの口腔機能評価の妥当性についても検証した。次に、虚弱高齢者にお
いてオーラルディアドコキネシス値を調べたところ、歌唱プログラム実施群にて有意に高い値を示した。
　これらの結果より、虚弱高齢者における歌唱プログラムは口腔機能の良否に関連する可能性が示唆された。また、オ
ーラルディアドコキネシスは、有用な評価指標であることが示された。

研究成果の概要（英文）：First of all, we examined the relationship between the implementation status of th
e singing program and oral function among independent elderly individuals. In the independent elderly indi
viduals, the singing program was related only to the movement to balloon their cheeks. We also evaluated t
he validity of oral diadochokinesis. Moreover, we examined the relationship between the implementation of 
the singing program and each oral diadochokinesis in frail elderly people. The oral diadochokinesis values
 using the three single syllables were significantly higher in the frail elderly with singing program than
 them without singing program. 
  These findings indicated that the singing program may have a positive impact on maintaining oral functio
n for the frail elderly. In addition, it was suggested that the oral diadochokinesis was a useful method t
o measure the effect of the singing program. 
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１．研究開始当初の背景 

 能動的音楽療法は歌唱や演奏の体験を通し

て、心身の活動性を促進させることを目標と

しており、高齢者ケアにおいて積極的に取り

入れている施設等も数多く見受けられる。そ

の効果については、いくつかの研究論文にお

いて報告がなされているが、その大部分は精

神的ストレスの軽減効果について着目したも

のであり、身体的機能との関連性を明らかに

した研究は少ない。特に、歌唱プログラムは

楽器等の準備が必要なく、高齢者の口腔機能

向上や精神的ストレスの軽減等に寄与すると

言われているが、両者の直接的な関連性を調

べた調査研究は、殆ど報告されていない。 

 能動的音楽療法としての歌唱プログラムの

実施によって、期待される効果としては、呼

吸機能と口腔機能の向上、免疫機能の向上や

ストレス緩和作用等が挙げられるが、口腔機

能は能動的音楽療法によって直接的に賦活化

される代表的な機能のひとつであると考えら

れる。代表的な口腔機能としては「摂食・嚥

下」と「構音」が挙げられるが、歌唱プログ

ラムについては特に構音機能との関連性が推

測できる。 

 能動的音楽療法としての歌唱は、構音や摂

食・嚥下に大きく関与する口唇閉鎖や舌運動

などの口腔機能の賦活化が期待できるだけで

なく、レクリエーション的要素もあるため、

介護予防の見地からも、その継続性が期待さ

れる。口腔機能の向上が高齢者の生活機能の

向上に寄与することは、我々の研究論文も含

め多くの先行研究において明らかにされてい

ることを踏まえると、高齢者の介護予防を推

進する上でも歌唱プログラムと口腔機能との

関連性について明らかにすることは、極めて

意義を有するものと考えられる。 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、高齢者における能動的音

楽療法としての歌唱プログラムが、口腔機能

にどうような影響を与えるかについて疫学的

に明らかにすることである。高齢者は、その

心身の状況や加齢の影響を受けると考えられ

るために、まず自立高齢者を対象に調査を行

い、歌唱プログラムの参加状況と口腔機能と

の関連性についての基礎的知見を収集した。

併せて、歌唱プログラムの効果判定を行う上

で、適した定量的評価方法についても別途検

討を行った。それらの結果をもとに、虚弱高

齢者における歌唱プログラムが口腔機能に与

える影響についての分析を行った。 

  

３．研究の方法 

（１）自立高齢者における歌唱プログラムの

参加状況と口腔機能ならびに健康関連 QOL と

の関連性 

①対象者 

 宮崎県北部地域在住の自立高齢者 212 名

（男性 86 名、女性 128 名、平均年齢 71.9 歳）

である。調査開始時に要介護度が付与されて

おらず、基本的日常生活動作（Basic ADL）が

自立の者を対象とした。 

②調査項目ならびに解析方法 

 主な調査項目は、基本属性（性別と年齢）、

歌唱プログラムの参加状況、包括的 QOL、口

腔可動域の評価等である。基本属性と歌唱プ

ログラムの参加状況ならびに包括的 QOL 評価

については、自記式質問票を用いてデータを

収集した。歌唱プログラムの参加状況につい

ては、その有無のみを調べた。わが国の地域

高齢者の包括的 QOL を評価するために開発さ

れた活力度指標を用いて、「気分・意欲」、「認

知」、「心身の健康」、「社会参加」の４つの概



念を包含する QOL スコアを求めた。活動度指

標は Lawton の理論をもとに 20 個の項目が設

定されており、地域在住高齢者での使用にお

いて妥当性と信頼性が検証された評価スケー

ルであり、総スコア値が高い程、QOL が高い

状態を示す。なお、2群間の比較については、

対応のないｔ検定と Welch 検定を用いた。 

 

（２）虚弱・要介護高齢者の口腔機能評価指

標としての構音評価の有用性の検討 

①対象者 

 宮崎県北部地域に居住している 250 名の高

齢者（自立高齢者 183 名、虚弱高齢者 44 名、

要介護高齢者 23 名）である。対象者の要介護

状態については、調査開始時の介護保険での

要介護度にて評価し、要支援 1 以上の要介護

度が付与されていた者を「要介護高齢者」と

した。また、要介護度は付与されていないが、

心身機能の低下のため日常生活に何らかのサ

ポートが必要な者を「虚弱高齢者」とした。 

②調査項目ならびに解析方法 

 定量的構音評価方法のひとつであるオーラ

ルディアドコキネシスについて評価した。オ

ーラルディアドコキネシスについては、「ぱ」

「た」「か」の３つの単音節について、5秒間

に可能な限り反復して発音するように指示し、

その音声サンプルをデジタル録音した。その

デジタル音声データについては、音響分析ソ

フトウェア・マルチスピーチ 3700 を用い、目

標音節の波形の録音内容を確認後、5 秒間の

波形数を数えてオーラルディアドコキネシス

値とした。 

 得られたデータについては、統計パッケー

ジソフトウェア SPSS Ver.18 を用いて分析を

行った。オーラルディアドコキネシスと要介

護状態との関連性について、一元配置分散分

析を行うとともに、年齢などの基本属性とオ

ーラルディアドコキネシスとの関連性につい

ても一元配置分散分析等を用いて分析した。

その後、交絡要因の影響を排除するために共

分散分析を行うことによってさらなる検証を

行った。 

 

（３）虚弱高齢者における歌唱プログラムへ

の取組状況とオーラルディアドコキネシスの

関連性 

①対象者 

 宮崎県北部地域の養護老人ホームに入所し

ている虚弱高齢者 68 名を対象者とした。いず

れの高齢者も要介護度は付与されていないが、

軽度の日常生活機能の低下が認められた。 

②調査項目ならびに解析方法 

 口腔機能については、単音節「ぱ」「た」「か」

のオーラルディアドコキネシス値を用いて評

価した。また、健康関連 QOL については SF-8

日本語版を用いて評価した。歌唱プログラム

への取組み状況については、積極的に取り組

んでいるか否かについて聞き取り調査を行い、

２区分尺度にて評価を行った。なお、2 群間

の比較については、対応のないｔ検定とWelch

検定を用いた。 

（４）倫理面への配慮 

 国立保健医療科学院の研究倫理審査委員会

の審査・承認を得た上で、調査を実施した。

調査実施前には、本研究の目的、方法、手順、

起こり得る危険性について口頭ならびに文書

にて十分に説明した上で同意を得るなど、イ

ンフォームドコンセントをはじめとする倫理

面への十分な配慮を行った。 

 

４．研究成果 

（１）自立高齢者における歌唱プログラムの



参加状況と口腔機能ならびに健康関連 QOL と

の関連性 

 自立高齢者 212 名における歌唱プログラム

の実施群 102 名と非実施群 110 名において、

活力度指標スコアの下位尺度である「社会参

加」「心身の健康」「認知」「気分・意欲」の 4

領域について比較したところ、「気分・意欲」

や「活力・社会参加」に係るスコアが、実施

群において有意に高かった（ｐ＜0.01）。しか

し、「心身の健康」と「認知」については、両

群間で有意差は認められなかった。 

 歌唱プログラムの実施状況と口唇・舌・頬

の可動性についての関連性を調べたところ、

「頬をふくらます」機能のみがプログラム実

施群と非実施群間で有意差が認められた（ｐ

＜0.05）。しかし、口唇運動や舌運動について

は両群間で有意差は認められなかった。 

 これらの結果より、自立高齢者においては、

歌唱のみのプログラムでは口腔機能に与える

影響は限局的であることが示唆された。むし

ろ、自立高齢者における歌唱プログラムは、

「気分・意欲」や「活力・社会参加」といっ

た精神的な要因と社会的要因と密接に係るも

のであると考えられた。 

 

（２）虚弱・要介護高齢者の口腔機能評価指

標としての構音評価の有用性の検討 

 自立高齢者、虚弱高齢者ならびに要介護高

齢者の３群における各々のオーラルディアド

コキネシス値の比較を行ったところ、すべて

のオーラルディアドコキネシスにおいて、３

群間で有意差が認められた（ｐ＜0.01）。一方、

年齢についても３群間で有意差が認められた

ため（ｐ＜0.01）、次に年齢を共変量とした共

分散分析を行った。その結果、年齢調整後の

比較においても、3 群間の各単音節のオーラ

ルディアドコキネシスにて有意差が認められ

た（ｐ＜0.01）。 

 これらの結果より、自立・虚弱・要介護高

齢者の 3 群間でのオーラルディアドコキネシ

スによる構音機能評価については有意差が認

められ、高齢者の心身状況の違いを的確に反

省していることが示唆された。また、オーラ

ルディアドコキネシスは定量的な構音評価法

であり、かつ音声をボイスレコーダーにデジ

タル録音することにより容易に分析すること

が可能である。これらのことから、虚弱高齢

者や要介護高齢者の口腔機能評価において、

オーラルディアドコキネシスは有用な指標と

なることが示唆された。 

 

（３）虚弱高齢者における歌唱プログラムへ

の取組状況とオーラルディアドコキネシスの

関連性 

 対象者の 68 名の虚弱高齢者のうち、歌唱プ

ログラムに積極的に取り組み歌う頻度が多か

った者の割合は 11.8％であった。歌唱頻度が

多い群と少ない群の間で、３つの単音節のオ

ーラルディアドコキネシス値の比較を行った

ところ、歌唱頻度の多い群において、すべて

のオーラルディアドコキネシス値が有意に高

かった（ｐ＜0.01）。また、歌唱頻度と年齢や

年齢との間には有意差は認められなかった。 

 これらの知見は、虚弱高齢者に対する歌唱

等の能動的音楽療法の口腔機能向上に関する

効果を示唆しているものと考えられた。一方、

虚弱高齢者では歌唱プログラムの実施状況と

精神的健康に関する QOL スコアとは有意な関

連性が示されなかった。 

 

（４）総括 

 歌唱プログラムの効果は自立高齢者と虚弱



高齢者では大きく異なっていた。自立高齢者

における効果は、主として精神的健康や社会

的健康に対するものであった。一方、虚弱高

齢者における歌唱プログラムの効果は、主と

して構音機能に対するものであり、虚弱高齢

者や要介護高齢者の口腔機能評価におけるオ

ーラルディアドコキネシスの有用性が明らか

になった。 
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